
資料２ 
需要予測の精査について 

【需要予測の精査フロー】 
 
Ｈ21 H21 年度 検討委員会需要予測 51,200 人 

 

 

 

 

 

 

Ｈ23 

現況再現の見直し  

・断面輸送量、各駅の乗降者数の誤差を 10%以内とする。

アクセシビリティの見直し

・鉄道サービス水準が高まり、交通行動が誘発され、総

発生・集中交通量が増加する等の現象を考慮しないこ

ととして、アクセシビリティ指標を用いない。 

開発人口の見直し  

・各開発プロジェクトの平成 32 年度の定着人口を計画人

口から実績を考慮した人口予測に見直す。 

（箕面森町、彩都、小野原西、かやの中央）。 

47,668 人 

駅アクセスの見直し  

・ゾーン別の駅端末のアクセス時間及び端末バス本数等 
を見直す。 
 （①駅アクセスの見直し 5,154 人減少） 

42,514 人 

市民アンケート調査結果による感度分析 
市民アンケート結果をもとに、駅アクセスと他手段から 
の転換を見直した場合。（①駅アクセスの見直し 6,348 人 

減少、②自家用車等からの転換の見直し 4,113 人減少） 

37,251 人 

自家用車等の他手段からの転換量を感度分析 
他手段からの転換者（純増者）がない場合。 
（②自家用車等からの転換の見直し 5,054 人減少（バ

ス：1,280 人、自動車：3,566 人、徒歩二輪：208 人））

37,460 人 

感度分析

感度分析

47,712 人 

※今後は、 手段からの転換量の精査やパーソントリップ調査（平成２２年度）の反映、駅アクセスの端末交通種別の追加、需要予測エリアの絞

り込み等 より、需要予測の精査結果を
他

に
 検証。 


